
選者講評　稲山忠利
塩田の塩尾は海側の国道に沿うて細長い漁師
町。夏の陽が傾く頃蔭になる家の前で海風を
受け乍ら床几で涼んでいる漁帰りの人や子供
が車窓から見える。リズムもさる事乍ら片かげり
の季語も塩尾地区にぴったりである。

選者講評　成川雅夫
「西浦県道を明神集落から南に来たあたりで、左折し
坂道を登ると、海にぎりぎりまで迫った丘陵地に、昔な
がらの淡路瓦の民家が点在するなか、棚田が広がり、
その彼方に小豆島と播磨灘の水平線が弧を描いてい
ました。9月、春から夏の間、近在を飛び回っていた燕た
ちが子育てを終え、南方に帰って行きます。」と作者が
書き添えていた。颯爽とした帰燕の姿が描けている。

　 撮影／松崎純治（尼崎市）

景観解説●まちは、部屋や家の延長として私達を包
むもの。人は急激な変化を好まない。それが快い秩
序となって町並みを定着させる。前面の道も港も後
背の山も「リアルな現実の景」である。

景観解説●立ち位置からは俯角景観で、播磨灘の
水平線が遮蔽なく見通せる。手前の民家は、屋根
だけしか見ることができない。これは「固有景観」で
ある。
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選者講評　稲山忠利
夏の早朝登山は気分爽快である。安産の守護
神高倉権現に心をこめて祈願、漸くして大阪湾
に現われ始める太陽に手を合わす。振り返ると
朝日に染まる播磨灘、阿波讃岐の連山、必ず今
日も佳い日に違いない。

選者講評　高田菲路
下
く だ し

司大名行列は、江戸時代中期より始められ
た祭礼で、淡路市重要文化財に指定されてい
る。特徴あるリズムの馬子唄にのせて演じられ
る独特の礼法所作を、端的に捉えて印象的な
一句に仕上げていると思う。

撮影／山本喜一（洲本市） 　

景観解説●景観では、異なる形や材質のものが接
するところ「際」に気配りする。この薄明の「山と空
と海」は自然が演ずる「際の景」である。無敵の美し
さである。

景観解説●大名橋を渡って春日神社へ。震災被害
を越えてなお続くこの行列は、地元人の強烈な矜
持の顕われである。神への敬いの心を秘めて「意地
の景」は粛 と々進む。
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選者講評　安原　葉
公園の眼下に広がる菜の花畑の黄色、その先
の海へ向かって広がる嘉兵衛が生まれた町と
海の青さを眺めていると、この美しい情景の里
から北海道へ旅立った嘉兵衛の大志が偲ばれ、
心が豊かになるという詩情濃い句である。

選者講評　高田菲路
淡路瓦にも色々あるが、「本普請」と言うからに
は燻し銀の本焼を思う。庫裡の前に干された
胡麻の温もりを連想する。重厚な伽藍の微光と
干されある胡麻の対比が美しい。「宝生寺を訪
ねてみたい」と思う。

　 　

景観解説●北方の海を模した池と嘉兵衛の歩みを
紹介する菜の花ホール。加えて、芝生広場の屋外
ステージが、まるで嘉兵衛の持ち船辰悦丸の帆のよ
うで、設計者の意図がよく分かる。

景観解説●見ものは「反り」である。屋根が微妙に
上に反っている。反り具合は我が国独自のもので、
先人の美意識の高さを証明している。緊張感のある
しなやかな曲線（曲面）である。
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選者講評　大星たかし
明石海峡につづく播磨灘は東西に伸びている
ので、西浦からは海に落ちる夕日が眺められる。

「島一つ」は淡路島だろう。「黄金に染めて」
の美化表現が生きている。秋の落日は物淋しさ
を秘めて殊の外美しい。

選者講評　中谷のぶ
見渡す限り菜の花が咲き環境的に活用され素晴
しいと作者の言葉がある。作者は神戸の方でこの
島とは淡路島のこと。見渡す限りの菜の花を見て
ただ美しいと言わず、地球にやさしと菜の花畑を作
る意味まで考えとらえた中七の措辞が見事である。

　 　

景観解説●どこまでも変わらぬ海と空。この景を見
守る真っ直ぐな海岸線と道路。これが大空間、これ
ぞ自然公園。

景観解説●ここは目映い春の郷。菜の花畑は果て
しなく広い。想いは溢れ出るが言葉にできずに悶え
る。そんな景観に出会うことが誰にもある。
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選者講評　大久保白村
先山は淡路富士と称えられている。その頂き
の千光寺に初詣に行きその淑気に感動した旅
吟である。折柄、飛び立ち舞い上がった鷹の行
方をいつまでも追う作者の視線を感ずる一句
である。

選者講評　安原　葉
通り掛りの車中から見た景色ではなかろうか。
暖かになった日を浴びながら春田を耕している
人がおり、その遥か遠くに淡路富士が姿を見せ
ている。穏やかな淡路島の午後である。

撮影／岡　暢夫（南あわじ市） 撮影／東原正己（洲本市）

景観解説●仁王門を額縁にして、本堂を「いけどり」
にしている。珍しい雪景色である。赤と白の「色彩
対比」が清冽。

景観解説●見通し線を遮るものがない、単純明快
な空間構成である。なだらかで伸びやかな山稜と、
突出している先山のフォルムが、「背景の支配線」
を構成している。
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選者講評　正井良德
小高い丘にある洲本実業高校には桜の木が多
い。満開ともなると生徒たちの夢もふくらむ。校
門までの急坂は、将来の夢に向かって歩む道
であり、希望の未来につながっている。登校す
る生徒たちの頭上には桜の花ふぶき。

選者講評　三根香南
名号石は陀仏川の源流に位置する御堂の本
尊である。紅葉の名所として知られる名号石
は近隣の人々の信仰のよりどころとなっている。
朝の日を受けた清浄な冷気は早紅葉を包んで
すがすがしい。

　 　

景観解説●入学式、卒業式。門を潜り門を脱ける。
その時、桜は其処にある。青春の一時を共に過ごす
という不思議な偶然。桜は特別な時間を演出する
特別な花樹である。

景観解説●大木が身を投げ出すように守っている
小さな御大師さん。そこへの路は、鮮やかな紅に染
まる。着くまでに相当な苦労を強いられる。「突っ込
みどころがある不完全さ」もまたよし。
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選者講評　大久保白村
淡路島まつりには祭の本場徳島の阿波踊連も
参加される島の大きな行事である。島の娘とし
ても気合いの入る晴れの舞台である。鯔背に
男踊りをこなす淡路娘の心意気を詠みあげた
秀吟である。

選者講評　鈴木貞雄
鐘紡の洲本工場は、島内最大の紡績工場とし
て市の近代化に貢献してきた。その煉瓦倉庫
は、いま図書館などに再利用されている。澄ん
だ秋気の中で、落着いた煉瓦の館は、悠久の
時を紡いでいるかに見える。

撮影／西岡杏莉（洲本市） 撮影／東原正己（洲本市）

景観解説●景観の構成要素は土地・構造物・人々
などであり、祭りもまた景観そのものである。
大勢の島人が、衣装を凝らして参加する。まるで

「淡路コレクション」のようである。

景観解説●明治から昭和の時代、淡路の産業を
リードしてきた企業の赤レンガ倉庫。
洲本市政の発展の歴史を「景観の母胎」にして、
端然と佇んでいる。
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選者講評　稲山忠利
砂浜は少し狭くなった気もしますが今年は赤海
亀の産卵が見付かったと嬉しいニュース。手入
れの行き届いた砂浜とすばらしい松林、輝く海
の波の光に映える新松子に作者のとこしえに
栄える島への願いがこめられている。

選者講評　中谷のぶ
丁度友人のお孫さんのお宮参りに出会い感動
し幸を祈ったと作者の添書。桜花爛漫の時厳
島神社にお宮参りをし、氏子となった赤ちゃん
の健やかな成長を祈り幸多きことを願うほほえ
ましい句で作者の人柄が偲ばれる。

　 　

景観解説●洲本、サンズイの巷。そのざわめきが消
える此処は「和みの空間」。光を浴び、風を浴び、水
を浴びる。誰しもを引き寄せる「共感の景地」。

景観解説●人は神を通して暮らしの平安を願う。祝祭
はそのクライマックス、神事もあれば奉納演技もある。
参道には屋台が溢れ、餅まきには、老若男女が嬌声
を上げる。弁天さんは「人と自然の結節点」である。
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選者講評　鈴木貞雄
三熊山山頂に建つ洲本城の天守閣は、北に
大阪湾、南に紀淡海峡を望み、絶佳の展望で
ある。天守閣から凪いだ海を見下ろすと、この
天守閣が広い海峡を総めているように思われ
たのだ。

選者講評　安原　葉
蔦紅葉は「錦蔦」という名もあるように、掌状の
葉が紅葉すると実に美しい。その蔦紅葉に色
取られた洲本城址の石垣を眺めていると、その

「粗き石積み」にも激動の戦国の世が偲ばれ
るという句。中七の措辞が見事である。

撮影／東原正己（洲本市） 撮影／東原るび（洲本市）

景観解説●港とそれを取り巻く建物の密集が、ここ
が領域のはっきりした「城下町」だったことを感じさ
せる。「山を下りよう、街へ行こう」と思いたくなる。

景観解説●石垣、天守閣、月、これは「仰ぎの景」で
あり、「見上げの景」である。
昔から、お城は仰ぎ見て、敬うものである。
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選者講評　大星たかし
曲田山の展望台からは、谷一つ隔てた洲本城
とその下に広がる町並が一望にできる。「城
下」「昏れ」「花雪洞」「点り初む」の語が互い
に響き合って、情感のにじむ一句に仕上がっ
ている。

選者講評　大久保白村
朝涼は夏の朝のことであるが作者は涼しいうち
にと散歩に出られたのであろう。洲本市からよ
く見える三熊山とともに新装となった天守閣を
仰ぎ一日の活力を充電された作者の気持ちが
一句から伝わる。

撮影／玉岡佳奈（洲本市） 撮影／東原正己（洲本市）

景観解説●長い急坂さえも厭わない桜見の楽しみ。
夜ともなれば、提灯に灯が入り、花姿を「ほんのり」
と照らす。高地の浄水場は水手当の苦労の証、知
れば興趣更に増す。

景観解説●三熊山は洲本市民の行動の「座標の
原点」のようなものである。市内のどこにいても、自
身の居所を同定できる。人々の「寄す処（よすが）」
になっている。

彦
坂
和
泉
　
東
京
都
大
田
区

髙
田
英
行
　
兵
庫
県
洲
本
市

城
下
昏く

れ
花
雪ぼ

ん
ぼ
り洞

の
点
り
初
む

朝
涼
の
天
守
浮
か
べ
て
三
熊
山

曲
田
山
浄
水
場
の
桜

三
熊
山

淡
路
島
百
景
…
…
…
…
…

淡
路
島
百
景
…
…
…
…
…

68 67

41



選者講評　成川雅夫
冬の夕焼は長くは続かないが、烈しく荒海を燿
かせている。浜辺にいる千鳥にも及んで茜色に
染まっているのだという。美しい光景ではある
が、寒々としたものを感じる。

選者講評　高田菲路
洲本市の安坂・奥畑・内膳を地盤に聳える「先
山」（448ｍ）の姿の美しさを「淡路富士」と呼
び、好天を称える。近年「稲扱」は殆ど見られな
くなったが、視野に残る長閑な情景が懐かしい。

撮影／清水秀幸（南あわじ市） 撮影／東原るび（洲本市）

景観解説●風景に人が配されると、物語が生まれる。
砂浜とさんざめく海が、若い二人を祝福しているか
のようである。わずかに沖合のブイによってのみ、遠
近と海の広がりを推し量ることが出来る。

景観解説●ひまわりの「密度勾配」が遠近を強調す
る。先山は遙か遠い。この景に“ドキッ”とさせられる
のには訳がある。ひまわりの花言葉は「貴方だけを
見つめていたい」である。
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選者講評　鈴木貞雄
大阪湾の入口に位置する由良は、昔から湾防
衛の要として重要視されてきた。生石（おいし）
公園とその近くには、江戸時代の台場跡や日本
陸軍が築いた要塞の遺構が残されている。夏
草にも埋もれた遺構は、時の流れを感じさせる。

選者講評　安原　葉
淡路島の南東端に位置する紀淡海峡（由良の
門）にある成ヶ島は淡路島の代表的な景観だ
が、秋の月がくまなく照らしている由良の門に、
夜釣の船が二、三艘見えるという美しい静かな
光景が見事に伝わってくる。

撮影／山本喜一（淡路市） 撮影／久留米敏仁（洲本市）

景観解説●咲き誇る梅の花が反って廃れゆくもの
への郷愁を掻き立てる。圧倒的な眺望が得られる
視点場の魅力もあって、「時間軸と空間軸が交差す
る場」となっている。

景観解説●成ヶ島は砂州でつながった陸繋島で、沿
岸流が運んでくる砂礫が堆積してできたものである。
潮力、波力、風力、掃力などの自然の力がもたらした

「均衡の景」と言える。島の絶妙な曲線と海面の色
のグラデーションが、ただ美しい。
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選者講評　稲畑汀子
山深い滝道を行くと鬱葱と茂る木々に覆われ
て行く。聞こえてくる滝音が徐々に近づき高まっ
てゆく中に聞こえてくる時鳥（ほととぎす）の声。
目が昏さに馴れ、耳が澄んで来てとらえる時鳥
の声が続いて行く。

選者講評　三根香南
立川は黒岩と並び水仙の日本三大群生地の
一つ。行く手には沼島が、そして太平洋の眺望
が展ける。眼を転じると、対岸には紀伊の嶺が
横たわっている。晴れた日の水仙の群生と対岸
の景は一幅の絵である。

撮影／新福　功（淡路市） 　

景観解説●滝は、空間のアクセントで、知覚に働き
かける「プレイスマーク」の性格を持っている。その
場に立てば、人々は五感を総動員して観ることにな
る。もし、ホタル吹雪を見られる幸運があったとした
ら、想像を超える景観になることであろう。

景観解説●かっては隔絶された山間であったこの
地を一変させた「開拓の景」。一面に拡がる水仙ナ
ルキッソス、内に“毒”を秘めながらも、その姿は清楚
そのもの。
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選者講評　鈴木貞雄
大宮寺と広田八幡神社の裏山にある広田梅林
は、梅の名所として知られている。作者が訪れ
た日は、ちょうど蕾が膨らみかけた時分で、魁け
の花がちらほら眺められた。一句のなめらかな
調べが心地よい。

選者講評　安原　葉
玉葱は淡路島の代表的な農産物で、夏は収穫
した玉葱を乾燥・熟成させるための玉ネギ小
屋が各地に点在し、道行く人に吹く潮風に玉葱
の香りも匂ってくる。訪れた旅人にも玉ネギ小
屋と玉葱の匂いが印象に残るのである。

　 撮影／井上淳一（南あわじ市）

景観解説●梅林は眺める空間ではなく踏み込み分け入
る空間である。ここは、丁寧に設えた「移動空間」である。
梅の木の別名は「春告草」で、「春告魚」はイカナゴの
ことであるから、梅は淡路島にふさわしい花木である。

景観解説●玉ネギ小屋が散在するのは、この地
の「農業構造」を表し、玉ネギ小屋そのものは、こ
の地を同 定する「符号」である。南淡路を代表する

「農業景観」である。
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選者講評　正井良德
この地は約7000万年前の地層から二枚貝や
アンモナイトが出た化石の宝庫だ。そこには、
少年の心を持ちつづけ、化石や星座、銅鐸に時
空を越えてロマンを求める作者がいる。化石に
着目したところが秀逸。

選者講評　稲山忠利
筒井つの井筒にかけしまろがたけ過ぎにけらし
な妹見ざるまに。筒形の井戸囲いで比べた私
の背丈も逢わぬまに伸びてしまったという恋の
歌を下敷に燃えている真赤な山茶花を対比し
た格調の高い句。因みに花言葉は理想の恋。

　 　

景観解説●水は人間の生命の起源。「水」は常に
「人」に寄り添ってきた、それはまるで両者が「組曲
（SUITE）」を奏でてきたかのようである。水にふれ
あう機会が少なくなった今日、子供達にこのような
環境を提供することはとても大事である。

景観解説●「戸」は一人通るところ。戸が二つ向き
合って「門」、一族郎党が通るところだ。鳥居は一種
の門、夫婦で通り仲良きことを願う。台所の神は男
女仲まで見守ってくれる。
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選者講評　安原　葉
国生みの伝説の舞台である淡路島の中心は何
といってもおのころ島神社と芦原国だろう。神
社の朱塗りの大鳥居は高さ21.7メートルだそ
うだ。天高い秋空に立つ丹の大鳥居を畏み潜
る作者の心情が伝わってくる。

選者講評　成川雅夫
先刻までは、そちこちにキャンプファイアが焚か
れ、賑やかに若者たちの声が弾んでいた。やが
て、一つ二つとキャンプの火が消えていき、慶
野松原には波の音だけが残った。多くの人が持
つ思い出でもある。

　 撮影／西畠史洋（南あわじ市）

景観解説●鳥居は、景観を分節する。通りぬけると
「何かが変わったな」という意識を人々にもたらす。
その形態と色彩が、鳥居を「ランドマーク」にしてい
る。鳥居には、記号性がある。

景観解説●ここは、ハイブリッド空間である。外部
にありながら、内部のような空間である。クロマツ林、
林床、淡路瓦を使った散策路、波の音、潮風が醸す

「空間の質感」が人 を々ストレスから解放する。
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選者講評　稲畑汀子
淡路島は花一杯の島である。ファームパーク・
イングランドの丘のコスモスはさぞ美しい光景
であろう。やわらかい風がコスモスを揺らし渡っ
てゆく。音がないと気づいたコスモス叢のやさ
しさが見えてくるようである。

選者講評　成川雅夫
子牛に乳を飲ませ、自分も充分に草を食んだ
親牛は、満足気に悠然と草の上に座っている。

「どかつ」という表現が働いている。

　 撮影／笹本信子（神戸市）

景観解説●コスモスの花言葉は「調和・謙虚・少女
の純真」である。納得できる。コスモスの「揺らぎ」の
様は人々に快感をもたらす。

景観解説●こぢんまりとした「キッズサイズ」の牧場
である。動物を見ると、「ほのぼの感」が沸き立つ。
子供たちは、動物とふれあい、牛の乳搾りなどを体
験して喜ぶ。家族も、幸福に包まれる。
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選者講評　安原　葉
藤原仲麻呂に擁立されて即位し、仲麻呂失脚
により廃位して淡路島に流され、淡路廃帝と称
された淳仁天皇の昼なお暗い常緑広葉樹が茂
る御陵を、空想の春の季題「亀鳴く」によって
詠んだ句だが、亀は棲んでいる。

選者講評　中谷のぶ
雲ひとつない島日和。郷土愛に満ちた若者の
声が青空へ放たれていたと解説があり、説明
の要はない。季語は天高し。祭での唄を朗朗と
余韻を持たせあとまで残る響きを詠みあげた
秀吟である。

撮影／中島輝子（神戸市） 撮影／向　泉（南あわじ市）

景観解説●平野部にぽつんと盛り上がっているの
は御陵。樹木がこの起伏を強調している。古の歴
史のベールが、この特異な地形を覆っている。

景観解説●練り、担ぎ、曳き、投げ、獅子舞、唄、踊
り、太鼓・・・何でもあり。鯉のぼり舞う空の下、皆
打 揃って大 騒ぎ。5重の「ふとん壇尻」が主 役で
ある。
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選者講評　大久保白村
上田池（こうだいけ）ダムは淡路島の水不足を
解決する為に作られた。その歴史を知る地元
の作者にとり放水される水音は島に春が来た
ことを知らせる心強い韻きなのであろう。句も
格調高く地元賛歌の秀吟である。

選者講評　大久保白村
八木馬廻の樹齢60年を越えるしだれ梅は個
人の庭にあるが開放されている見事なもので
夜はライトアップまでされている。日の光にきら
めきしだれる壮観に佇まれた感動の伝わる一
句である。

　 撮影／新福　功（淡路市）

景観解説●全国で10基しかない戦前の農業用重
力式コンクリートダムのうちの一つ。「機能美」に加え
て「意匠美」を感じさせる数少ないダムである。設計と
施工にあたった技術者に敬服の念を禁じえない。

景観解説●個人のお屋敷から公的な場へこぼれ出
る「つなぎ空間」である。限られた季節だけの「ピン
ポイント景観」である。
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選者講評　稲畑汀子
淡路島は広い。山あり川あり入江あり。日向ぼ
こして渡し舟を見ていると、昔は本土をつなぐ
橋がなかったので船がもっと頻繁に行き交っ
たであろうと思って見る渡し舟は静かな情景
である。

選者講評　高田菲路
諭鶴羽山は淡路島第一の高い山である。600
メートルを超える山は他に無い。大小のダムが
湛える水に映える万朶の桜は殊に美しい。澄み
わたる大気を想わせて爽快である。

撮影／奥田晃介（京都府） 　

景観解説●灘と沼島との間には西南日本の地帯構造
を北と南にわける中央構造線が走っている。淡路島の
南海岸は、20キロに渡る断層海岸である。ここは、海と
断崖の「水平と垂直」「茫洋と峻嶮」の景観となっている。

景観解説●諭鶴羽山で一括りにされているが、二
つの異質な景が混在している。神社は「古代の景」
で、ダムは「現代の景」である。双方に共通するのは

「山奥の霊気」である。
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選者講評　正井良德
鳴門海峡の観潮船が発着しているうずしおの
郷。待合所のある「なないろ館」の東側に隣接
する足湯に、船を待って一時足を休ませた作者
の心は、ほっこりと和み、旅の楽しみも増すとい
うものだ。

選者講評　稲畑汀子
淡路島には水仙郷がある。野水仙の咲く頃は
多勢の旅人がここを訪れる。水仙の群落する
海辺は潮の香を消してしまうほど水仙の香りが
強い。咲く頃の様子が想像されて水仙の咲く
季節が待たれる。

　 撮影／石川栄一（洲本市）

景観解説●福良一帯には、湾奥から湾口へ向かう
地形の太い軸線がある。人々の力もまた、同じ方向
にある渦潮へ向かう。街の施設と形態は、この強い
ベクトルに支配されている。

景観解説●近くのものほど鮮やかに、遠くのものほ
ど翳んで見える。近くのものほど色相豊かに、遠くの
ものほど青みが勝って見える。これは、「空気遠近」
と「色彩遠近」の景である。
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選者講評　三根香南
期待して訪れたちりめんロードには、ちりめんは
干されていない。しかし南あわじ市は全国にそ
の名が知られる玉ねぎの産地、蜑の町の軒先
の玉ねぎが目に留まった。どんな光景も句材と
なり得る、俳諧味のある佳句。

選者講評　大久保白村
淡路人形芝居は500年の歴史を持つ島の誇
る文化財である。元日にその三番叟を見て、あ
らためて島人が守り継いできた伝統芸能に感
動しての一句であろう。調べもよく格調も高い
秀吟である。

撮影／山本喜一（洲本市） 　

景観解説●シャカシャカと手繰る動きが小気味いい。
足を止めて見とれる。ちりめんのにおいが漂い、味わ
いの記憶が戻ってくる。食欲を刺激する「名物景」
である。

景観解説●磨き抜かれた伝統芸が、ただ事ではない雰
囲気を舞台にもたらせている。紺地に白色の紋章の引
幕が背景を「きりり」と引き締めている。紋章は、この座
の前身である吉田傳次郎座の一字を模したものである。
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選者講評　成川雅夫
渦潮を外連味なく、正確に客観写生をしている。
その上に、力強さの感じられる点も評価出来る。
潮の砕ける音が聞こえて来る。

選者講評　大久保白村
島の正月を縁あって初旅に選ばれた。その得が
たい経験を一句に見事に纏められた。焦点を
鯛網船に据えられた鏡餅に当てているがおの
ずから一湾の活気や正月の雰囲気が見えてく
る。練達の一句と拝察した。

撮影／武田照美（洲本市） 撮影／森崎好美（南あわじ市）

景観解説●科学技術を代表する吊り橋と自然の不
思議を視覚化した渦潮のせめぎ合い。平成26年末に
は「兵庫・徳島『鳴門の渦潮』世界遺産登録推進協
議会」が設立され、地元団体が結束して、この地の世
界遺産登録を目指すこととなった。

景観解説●福良湾、漁船、煙島、建築物、大鳴門
橋、写真はこの地の景観資源群を全て切り撮って
いる。特徴ある形状の煙島は「景観の重心」になっ
ている。
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選者講評　鈴木貞雄
福良湾を見下ろす高台に、太平洋戦争で亡く
なった学徒の霊を慰める鎮魂の塔が建ってい
る。その慰霊の灯に、秋になると、海を渡って
小鳥たちがやってくる。あたかも、学徒の御霊
のように・・・。

選者講評　中谷のぶ
戦没学徒記念若人の広場の近くにあるじゃの
ひれは福良湾に面した海釣公園。昔の海岸は
玉砂利が敷き詰められて夕方から夜になると程
よい温かさになったと言う。裸足でその感触を
求めたなめらかな調べが心地よい。

　 　

景観解説●慰霊塔が有無を言わさぬ焦点となって
いる。塔の下部にある「若人よ天と地を結ぶ灯た
れ」の碑に設計者の意図を知ることができる。慰霊
塔のモチーフはペン先。

景観解説●魚釣りは多少の危険を伴う。ここには、
その懸念を払拭する「安全装置」が備わっている。
父上達が、日頃のずぼらを家族に謝す「償いの場」
でもある。
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選者講評　三根香南
島の南端、阿万の浜辺は、昼は海水浴場、そし
て夜は星の美しいところ。「星飛ぶ」という幻想
的な季題選びが効を奏し、海蛍の習性を一層
際立たせて魅力的。海蛍なるものを見てみたい
思いに駆られる。

選者講評　鈴木貞雄
淡路島の南端にある吹上浜は海水浴場として
知られているが、土地に人々は夕涼みにも足を
運ぶ。白砂青松の浜と海峡に闇が下りると、対
岸の撫養の町に灯が点り、えも言われず美しい
のである。

　 撮影／井上淳一（南あわじ市）

景観解説●米粒ほどの生物が、健気にも外敵を威
嚇している。マリンブルーは、傷心・孤独・悲哀の色。
からかうのは気が引けるが、手で掬いたい気持ちを
抑えきれない。

景観解説●風の音と波の音が聴こえてくるような
「サウンドスケープ」である。オン・シーズンの喧騒は
どこかへ行ってしまった。
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選者講評　安原　葉
淡路島本島から4キロメートル離れた沼島だが、
紀伊水道と大阪湾に面する沼島は本島と異なる
結晶岩でできている。その代表が上立神岩（か
みたてがみいわ）である。国生み神話伝承の地ら
しい奇岩で、折からの卯波に一層神秘的である。

選者講評　大久保白村
淡路島から見れば沼島は離れ小島である。しか
し同じ神話の島である。神話の島から島へ初
渡船とは淡路島ならではの体験といえよう。連
絡船で感じた濤も高く強かったが神話の世界
へ踏み込む昂ぶりを感じたのである。

撮影／川添卓也（洲本市） 　

景観解説●黒潮の波食により現出した絶壁・岩礁
は、鋭角な直線で構成されている。対して、砕波は
曲率無数の曲線の集合体である。「直線と曲線」
の景観は、荒ぶる自然の魅力を伝えている。

景観解説●「日本の建築は屋根、西洋の建築は
壁」　屋根の景は、我々をほっとさせる。寄り添いな
がら生活してきた証の高密度家屋空間である。まち
の形態がこの島の「アイデンティティ」である。
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